
 福井市の認定こども園、保育所等における 

 質の向上のためのアクションプログラム  

vol.４ 

実施期間：令和７年度～令和１１年度 

 

 

こどもの成長をみんなで応援し、こどもの未来が輝くまち ふくい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての子どもは、豊かな愛情の中で心身ともに健やかに育てられ、豊かな環境をとおし

て自ら伸びていく無限の可能性をもっています。 

福井市の認定こども園、保育所等は、子どもが現在（いま）を幸せに生活し、未来（あす）

に向かって生きる喜びと力を育むために、また、すべての子育て家庭に対する支援の一層の

充実を図っていくために、次のことを行います。 

 

１ 子どもの育ちを保障します 

２ 子育て家庭を支援します 

３ 多様な連携と協働を進めます 

４ 子育て文化を育みます 

５ 安心して子どもを産み育てる支援づくりを進めます 

 

福井市こども未来部こども保育課 



  



福井市の認定こども園、保育所等における質の 

向上のためのアクションプログラム改訂にあたって 

 

 

保育内容の質を高めるため、平成２０(2008)年４月１日に厚

生労働省は保育所保育指針を改定し、今までの児童家庭局長通

知から厚生労働大臣が定める告示とし、保育所保育指針は最低

基準としての性格が明確になりました。 

  そして、今後取り組んでいくことが必要なことを一体的、計画的に推進するためのプロ

グラムの作成が必要になり、厚生労働省は「地方公共団体において、保育所における質の

向上のためのアクションプログラムを策定し、保育の質の向上のための取組を支援するこ

と」と通知を発出しました。 

 この国の通知を受け、福井市は平成２４(2012)年度に「福井市の認定こども園、保育所

等における保育の質の向上のためのアクションプログラム」を策定しました。 

 その後、平成３０(2018)年に、保育所保育指針が第４回目の改定がなされたため、アク

ションプログラムの改正が必要になり、令和２年度から令和６年度を実施期間と定め、令

和２(2020)年度にアクションプログラムが改訂されました。 

 近年の子どもの育ちや子育てに関わる社会の状況について見ると、少子化や核家族化が

さらに進み、地域のつながりにおいても希薄化し、共働き家庭の増加等が進んでいます。

それらを背景に児童虐待の増加、子どもの貧困問題、外国人の子どもの増加など、認定こ

ども園、保育所等では子どもの教育・保育等の問題が複雑多岐になっています。 

 地域の子育て家庭においては核家族が一般化し、近隣との関わりが希薄になっている中

で、周辺から適切な支援が受けられない子育て家庭が増加しています。そのため、認定こ

ども園、保育所等においては子どもの教育・保育だけでなく地域の子育て家庭の支援がま

すます重要な役割になっています。 

 そのため、国は子どもまんなか社会の実現に向けた政府の司令塔として、令和５(2023)

年４月にこども家庭庁を新しく設置し、幼児期までの子どもの健やかな成長を保障するた

めの乳幼児期の教育・保育の強化、地域の子育て支援などの政策を進めていくことになり

ました。 

 また、現在、認定こども園や保育所等で質の向上のために進めているアクションプログ

ラムの実施期間が令和６年度で終了します。 

これらのことを踏まえ、「福井市の認定こども園、保育所等における質の向上のための

アクションプログラム」を見直しました。 

 認定こども園や保育所等ではこの改訂されたアクションプログラムに添って、計画的に

実施し、教育・保育の質の向上を図ることを期待したいと思います。 

 

 

令和７年３月                    

アクションプログラム改定検討委員会 委員長   

          仁愛大学 名誉教授 西 村 重 稀        
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カテゴリーⅠ 

子どもの育ちを保障します 

（ねらい） 

認定こども園、保育所等の大きな役割は、子ども自身が自らもっている発育・発達する力を生かし、側面的に

支援することをとおして、その子どもの発育・発達と最善の利益を保障することにあります。 

子どもの発達支援を中心に捉えた教育・保育を展開するために、養護と教育が一体となった質の高い教育・

保育、福井の豊かな自然・歴史・文化・人との関わりをとおした質の高い乳幼児の教育・保育について研究を深

め、また、その教育・保育を実践する人材の育成、研修の充実に取り組みます。 

 

幼保連携型認定こども園教育･保育要領、保育所保育指針等に基づき、福井の豊かな環境を生

かした質の高い乳幼児の教育・保育を提供します 

23のアクションと実践項目 具体的な取り組み 

（1）乳幼児の教育・保育について、質の高い実践を行います。 

① 教育・保育のねらい及び内容の研究 

② 全体的な計画、指導計画の作成と実践 

③ 地域の特性を生かした教育・保育のあり方の研究 

④ 乳幼児期から小・中学校までの子どもの発育・発達を

考えた教育のあり方の研究 

 

 

・子ども一人一人の発育・発達状況と課題の

把握 

・満３歳未満児の発達と３つの視点と５領域を

捉えた教育・保育 

・計画作成→実践→評価→改善（PDCA） 

(2）自己評価等の研究・活用による教育・保育の質の向上を

進めます。 

① 自己評価を実施し、教育・保育の質の向上を図る 

② 教育・保育の質の向上を図るために、保護者アンケート

等の実施 

・保育者等の自己評価と教育・保育計画の見

直し 

・保護者対象アンケート等の実施と改善 

・保育所等における自己評価ガイドライン等の

活用 

(3）子ども一人一人のニーズに対応したきめ細やかな教育・

保育を提供します。 

① 保育カウンセラーとの連携による育ちの支援計画シート

作成と実践 

② 虐待、不適切な養育等の早期発見と対応  

・保育カウンセラーの訪問及びケース検討 

・発達記録表等を通しての子ども一人一人の

発育・発達理解 

・「子育てファイルふくいっ子」や「育ちの支援

計画シート」等の活用 

・家庭環境や生育歴の把握と個別支援 

・「人権擁護のためのセルフチェックリスト」の

活用、子どもの人権の遵守 

・「福井市の保育所等における不適切な保育

の未然防止及び発生時の対応のためのガ

イドブック」の活用 

・外国につながる子どもへの配慮 

・育みたい資質・能力及び「幼児期の終わ

りまでに育ってほしい姿」を見通した全体

的な計画及び指導計画 

・満３歳未満児の個別計画 

・地域の特性を生かした指導計画 

・小学校との接続を踏まえた指導計画 
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（4）子どもの健康支援並びに安全の確保をします。 

① 健康状態ならびに発育・発達状態の把握と対応 

② 感染症予防と感染拡大防止対策の実施 

③ 衛生管理マニュアル遵守と食中毒予防対策の実施 

④ 食物アレルギー児への対応 

⑤ 園の特性を生かした食育の推進 

⑥ 園舎内外の環境及び衛生管理の実施 

⑦ 危険箇所の点検と改善の実施 

⑧ 事故発生対応マニュアルの遵守 

⑨ 再発防止対策の実施 

⑩ 災害時における避難訓練実施及び地域との連携の強化 

⑪ 園外保育の安全確保 

 

 

 

 

・保健計画作成と実施 

・内科、歯科健診（検尿、身体計測等を含む）の

実施と把握 

・健康教育の実施 

・保育者等の衛生知識向上のための講習会参

加と周知徹底 

・アレルギー対応マニュアルや誤嚥・誤食防止

マニュアルに基づく対応 

・食育計画の作成と実施 

・保育者等による食育の実施 

・安全計画の作成と実施 

・定期的な安全チェックの実施と改善 

・熱中症予防のための取り組み（熱中症警戒ア

ラート、暑さ指数に基づく対応） 

・危機管理マニュアルに基づく対応（火事、自然

災害、不審者、食中毒、与薬、感染症等） 

・アナフィラキシー予防対策の実施 

・ＡＥＤの設置と救命講習会受講 

・事故報告とヒヤリハットによる対応マニュアル

の見直し 

・避難訓練年間計画作成と訓練実施 

・地域との協力体制の確立（災害、不審者、クマ

等出没など） 

・お散歩安全マップの見直しと活用 

・こどものバス送迎・安全徹底マニュアルの遵守 

 

保育者等の専門性及び資質の向上を図ります 

（5）保育者等の人間性と専門性の向上に努め、質の高い乳

幼児の教育・保育を展開します。 

① 職員一人一人の知識及び専門技術の維持・向上 

② 職員間での教育・保育の知識や技術の共有及び協働 

 

・幼保連携型認定こども園教育・保育要領、幼

稚園教育要領、保育所保育指針に関する研

修 

・園内研修 

・県内外の研修への参加 

・県内外の研究大会等の発表に向けた研究及

び参加 

・福井市公私立園合同研修会等の参加 

（園長、主任保育士・主幹保育教諭、年齢別、

医療的ケア児、特別支援等の各担当者研

修会、食育研修会、障がい児研修会） 

・公開保育や園内公開保育の開催と参加 

・職員間の語り合いと情報共有 

・より適切な保育のための保育の見直しや確認 

・公私立園の研修会開催 
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（6）施設長の責務を明らかにし、専門性の向上に努めます。 

① 幼保連携型認定こども園教育・保育要領、幼稚園教育

要領、保育所保育指針の理解 

② 法令等の遵守と社会情勢の認識 

③ 施設内外の研修体制の確立と体制づくり 

④ 運営管理能力向上のための研修の実施 

 

・子ども･子育て支援法、学校教育法、児童福

祉法、就学前の子どもに関する教育・保育等

の総合的な提供の推進に関する法律の理解 

・幼保連携型認定こども園教育･保育要領、

幼稚園教育要領、保育所保育指針の理解 

・県内外の研修への参加 

・運営管理、教育・保育、子育て支援に関する

国及び県内外の動向情報収集 

・園長研修会による共通理解 

・行政との連携 

・文献等による研修 

 

（７）研修体系を確立し、研修意欲を高め、積極的に研修に取

り組む環境をつくります。 

① 施設長、保育者等職種及び経験年数に応じた計画的な

研修体系の確立 

② 魅力ある研修プログラムの開発 

③ 保育教諭・幼稚園教諭・保育士養成校及び小学校教員

養成校等との連携 

・研修開催情報収集と職員への情報提供 

・キャリアパスを見据えた職員一人一人に必要

な資質向上研修計画の作成と実施 

・福井県幼児教育センター研修参加（園内リー

ダー、市町幼児教育アドバイザー養成研修等） 

・保育カウンセラー等を迎えての研修 

・養成校との共同調査・研究 

・オンラインによる会議、研修体制の構築 
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カテゴリーⅡ 

子育て家庭を支援します  

（ねらい） 

子どもが心身ともに豊かに成長するためには、子どもと家庭を一体的に捉えて、その家庭を支援することが必

要です。 

  認定こども園、保育所等は、多様化する働き方と子育て家庭のニーズに応えるための機能を充実し、子育て支

援の拠点として、すべての子育て家庭を対象とした支援を展開します。 

 

認定こども園、保育所等を利用する保護者への支援の充実を図ります 

23のアクションと実践項目 具体的な取り組み 

（8）子どもを産み育てることへの不安を解消するための機能を

発揮します。 

① 保育者等による育児相談の充実 

② 延長保育、休日保育等の充実 

③ 家庭のニーズに合わせた事業や情報提供 

④ 親意識向上のための支援 

 

・クラス懇談、個人懇談及び保育参観・保育体

験の実施 

・園からの情報提供 

・連絡帳、送迎時の対話等での情報交換及び 

保護者への育児に対する助言  

・延長・休日保育実施及び情報提供 

・病児保育、夜間保育施設についての情報提

供 

・子育て支援短期利用事業（ショートステイ・ト

ワイライトステイ）の情報提供 

・こども家庭センター「ふくっこ」をはじめ育児

相談機関の情報提供 

・子育てマイスター等を活用しての育児力向上

のための講座実施 

 

（9）家庭との密接な連携を行い、子育てに共に取り組みます。 

① 子どもの姿や育ちを共有 

② 家庭と連携した食育の推進 

③ 保健衛生を中心とした健康管理の推進と保護者への情

報提供 

④ 気がかりな子の個別計画に基づいた家庭との連携の推

進 

⑤ 外国につながる家庭など、特別な配慮を必要とする家庭

への個別支援 

⑥ 不適切な養育等が疑われる家庭への個別支援 

・ドキュメンテーション等の掲示や配信 

・食育に関する情報提供 

（食事だよりの配布や配信、試食会、給食の

展示、レシピの紹介等） 

・保健だよりの配布や配信 

・園児の内科、歯科健診結果報告及び助言

（検尿、身体計測等を含む） 

・感染症、熱中症、食中毒関連マニュアルに基

づく予防対策と発症時の対応および発生状

況に関する情報提供 

・個別支援の必要な保護者との懇談 

・育児講座及び保育体験等の実施 

・翻訳、通訳等の活用 
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地域の子育て家庭への支援の充実を図ります  

（10）子育ての喜びや楽しさを実感できるように、教育・保育の

専門性を生かした子育て支援を行います。 

① 子ども・子育て支援事業の充実 

② 地域の親意識向上のための支援 

・園開放日等の情報提供及び実践 

・子育てに関する相談及び援助の実施 

・子育てマイスター等を活用しての育児力向上

のための講座実施 

・こども誰でも通園制度の情報提供 

 

（11）地域子育て支援を展開します。 

① 一時預かりの充実 

② 子育て支援センター、福井市のすみずみ子育てサポート

事業（一時預かり、送迎、家事援助）の情報提供 

③ 子育てサービスの情報提供 

・一時預かりの受け入れ実施 

・福井市のすみずみ子育てサポート事業や子

育て支援センターのパンフレット配布 

・はぐくむ bookの配布と活用推進 

・福井市ホームページに掲載されている「すま

いるサポート行事案内」等の情報提供と活用

推進 

・ニーズを把握しながらの情報提供 

 

（12）地域の子育て家庭に対する保育相談及び援助の充実

を図ります。 

・子育て相談及び援助の知識及び技術向上の

ための研修 
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カテゴリーⅢ 

多様な連携と協働を進めます 

（ねらい） 

子育て不安や児童虐待への対応など、子どもと子育て家庭への支援は、地域社会を基盤として多面的に取り

組みを充実していくことが大切です。 

認定こども園、保育所等は、さまざまな機関・組織・団体や地域住民が連携・協働して地域の教育・保育機能

を高めるための中心的存在として、役割を果たします。 

 

子育ち・子育て支援のネットワークの中で認定こども園、保育所等の役割を発揮します 

23のアクションと実践項目 具体的な取り組み 

（13）福井市の支援事業実施関係機関や、地域を基盤とした

子育て支援ネットワークとの充実を図ります。 

① こども家庭センター・ことばの教室との連携 

② 福井児童相談所や福井市要保護児童対策協議会との

連携 

③ 地域の子育て支援センターとの連携 

④ 民生児童委員、主任児童委員、保健衛生推進員との連

携 

⑤ 子どもの安心・安全活動への参加 

・こども家庭センターで開催されている健診、 

育児教室、育児相談会等への保護者参加の 

推進 

・ことばの教室との情報共有と連携した支援 

・教育機関、医療機関、療育機関、相談支援事

業所等との情報共有と連携した支援 

・こども家庭センター及び福井児童相談所への

通告（虐待等）と連携 

・福井市要保護児童対策地域協議会個別ケー

ス検討会参加 

・福井市の子育て支援事業の情報提供 

・地区の子育て支援に関する連絡協議会等へ

の参加及び情報共有 

 

（14）小学校等との連携を深めます。 

① 認定こども園園児指導要録、保育所児童保育要録等の

効果的な活用 

② 「幼児期の終わりまでに育ってほしい 10の姿」を共有 

③ 園と小学校間の協働による研究、学びあいの場づくり 

④ 子どもや職員等関係者の交流の促進 

⑤ 保育カウンセラー、小学校の特別支援教育コーディネー

ター及び特別支援学校教諭との連携 

⑥ 児童館等との連携  

・就学先の小学校や転園先へ要録等の送付 

・幼児教育から小学校教育への接続講座・研 

修へ参加 

・スタートカリキュラムの作成 

・小学校、児童館等関係者との連携会議参

加                                                                   

・園児の小学校生活体験と保育者等の参観 

・小学校教諭等の園体験、参観 

・小学生と園児との交流 

・保育カウンセラーと小学校の特別支援教育

コーディネーター及び特別支援学校教諭との

支援会議 

・外国につながる子どもや医療的ケア児等の

支援会議 

・児童館等の児童厚生員の教育・保育体験受

け入れ及び助言 

・園児の児童館訪問や児童館の児童との交流 
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（15）認定こども園、保育所等が中心となった地域子育ての

協働活動を展開し、子育て支援の総合的な拠点となり

ます。 

① 園からの情報発信の充実  

② 地域活動拠点としての場づくり 

③ 子育て家庭の交流の促進と場の提供 

④ 園のネットワークの強化 

⑤ 災害発生時の公的施設としての機能整備 

 

･園からの情報提供 

・子育て支援に関わる関係機関事業の把握と 

情報提供 

・地域の子育て支援についてのネットワークの

強化 

・自然災害等、緊急時の避難場所の提供 

・地区の防災体制等の確認と情報提供 

・避難児童の入所及び一時預かり受け入れ 

地域と連携して教育・保育機能を強化します 

（16）地域の実情を把握し、子育て家庭を支援する資源を活用

し、連携を充実します。 

① 子どもについての相互理解を図るため、関連機関（公民

館、児童館等）・施設との連携と協働 

② 子育てマイスター等、地域人材との積極的な連携と協力 

･公民館(地域子育て支援事業等）、児童館

（子育て広場）で開催する行事への参加 

・子どもの育つ環境及び子どもの育ちに関わる

地域の課題について情報の共有と課題解決

への協力 

・地域人材の発掘と積極的な活用 
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カテゴリーⅣ 

子育て文化を育みます 

（ねらい） 

子どもを対象とした犯罪や虐待の増加など、子どもたちをめぐる深刻な課題が増えています。 

次世代を創造する子どもをかけがえのない存在として愛しみ、尊重し、子どもや子育てに多くの人が関心をも

ち、私たちの未来を創造していく子どもたちを社会全体で育んでいく子育て文化を認定こども園、保育所等が拠

点になって地域社会に発信していきます。 

 

子育てへの関心を高めます 

23のアクションと実践項目 具体的な取り組み 

（17）子どもと地域の人々との拠点づくりに取り組みます。 

① 世代間交流、異年齢児交流の推進 

② 園の行事、園開放による地域の子どもとのふれあいの推

進 

③ 小学生、中学生、高校生、短大生、大学生、教諭等の教

育・保育体験の受け入れ 

④ ボランティアの積極的な受け入れ 

⑤ 園の魅力発信 

･地域活動事業の計画と実施 

・集いや園開放の開催と情報提供 

・教育・保育体験の手引きの作成 

・ボランティア、教育・保育体験の受け入れ 

･保育体験・イベントの実施 

･園だより等の地域への発信 

（18）地域住民に認定こども園、保育所等への理解を深めて

もらう取り組みを進めます。 

① 保護者への意識啓発   

② 自治会、公民館等の行事参加や交流 

③ 地域への情報発信 

・保護者会活動  

・地域の育成支援関係機関開催の会議及び

行事参加 

・地域育成支援関係者との会議及び交流 

・園の役割についての情報発信 

子育て文化につながる活動を広げます 

（19）子育て支援活動への参加のきっかけをひろげ、すべて

の子育て家庭の親子の参加を進めます。 

① 地域貢献ボランティアの育成  

② 地域の子育てサークル等への支援 

・地域住民や保護者等を対象としたボランティ

ア活動支援 

・子育てサークル等の受け入れ、情報交換 

（20）すべての世代が関わる子育て文化の掘り起こしや子育

て支援の推進や普及に取り組みます。 

① 地域の子育て家庭、地域資源、文化、環境等の状況把握 

② 年齢やキャリアを生かせる活動の推進 

③ 事例集や報告会等による活動の普及 

④ 地域交流の推進 

・地域の農林漁業、産業、歴史、自然、文化等

の状況把握 

・高齢者、大学生等のキャリアや専門性を生か

した伝承遊び、絵本の読み聞かせ等の集いの

開催と実施内容の情報提供 

・地域の夏祭り、文化祭、自然体験等への参加

と意見交換 

・福井市内及び県内外の情報収集と提供 
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カテゴリーⅤ 

安心して子どもを産み育てる支援づくりを進めます 

 
（ねらい） 

日本の未来の社会を担う子どもを中心において、子どもたちが豊かに育つ環境を社会全体が支えていく仕組

みについて研究、提言します。 

 

これからの乳幼児の教育・保育及びその制度について研究を進めます 

23のアクションと実践項目 具体的な取り組み 

（21）認定こども園、保育所等の役割、機能について研究を

行います。 

① これからの園のあり方 

② 園の社会的責任のあり方 

 

・社会の動向と求められる役割についての研修 

・こども誰でも通園制度の制度設計と拡充 

・個人情報保護法の遵守 

・情報公開及び説明責任の遵守 

（22）これからの乳幼児の教育・保育制度について課題の共

有を行います。 

 

・研究大会や会議等への参加と意見提示 

・教育・保育の動向情報収集 

社会連帯による子育て支援の仕組みづくりを進めます 

（23）福井市の児童福祉関係機関との連携を深め、教育・保

育・子育て支援の仕組みづくりを進めます。 

① こども未来計画への積極的な関与 

② 福井市の子ども・子育て支援制度の計画的な実施 

③ 「福井市の認定こども園、保育所等における質の向上の

ためのアクションプログラム」の実施 

 

・こども未来計画の理解と実践 

・アクションプログラムに基づいた活動計画案

作成と実施 

・男性の育児参加の推進 

・地域の子ども関係機関との情報交換と課題

共有 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊このアクションプログラムにおいて、教育・保育に携わるすべての認定こども園、

保育所等の職員（施設長・保育教諭・幼稚園教諭・保育士・調理員・栄養士・看

護師等）を「保育者等」としています。 

＊園児については「子ども」としています。 
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＜アクションプログラム改訂検討委員＞            ＜事務局・こども保育課＞ 

 

＜アクションプログラム改訂の過程と検討内容＞ 

◎第 1回検討委員会 

７月 1日（月）  

・令和５年度までの各公私立園での実態について 

・今年度の改訂に向けての方向性とスケジュールについて  
公立園長会(第１回) 

7月 3日（水） 

・カテゴリー分類について（大枠）の検討 

・アクション、実践項目についての検討 

公私立合同主任保育士・ 

主幹保育教諭研修会(第１回) 

8月 2日（金） 

・各園でのアクションプログラムの取り組みや活用について 

・カテゴリー、アクション、実践項目についての検討 

 

公立副参事園長会(第１回) 

8月 20日（火） 

・公私立合同主任保育士・主幹保育教諭研修会(第 1回)の報告 

・カテゴリー分類について（大枠）の検討 

・アクション、実践項目についての検討と改定案作成 

◎第 2回検討委員会 

8月 27日（火）  

・公私立合同主任保育士・主幹保育教諭研修会(第 1回)の報告 

・カテゴリー分類について（大枠）の検討 

・今後の課題についての確認 

公立園長会(第２回) 

9月 4日（水） 

・カテゴリーⅠ～Ⅴの内容検討と改定案作成 

・新ワークシートについて 

公私立合同主任保育士・ 

主幹保育教諭研修会(第２回) 

  9月 11日（火） 

・カテゴリー分類について（大枠）の結果報告 

・カテゴリーⅠ～Ⅴの改訂案の検討 

・新ワークシートについて 

公立副参事園長会(第２回) 

  9月 18日（水） 

 

・公私立合同主任保育士・主幹保育教諭研修会(第 2回)の報告 

・アクションプログラム改訂版(素案)作成 

・新ワークシートについて 

◎第 3回検討委員会 

10月 8日（火） 

・公私立合同主任保育士・主幹保育教諭研修会(第 2回)の報告 

・アクションプログラム改訂版(素案)検討 

・新ワークシートについて 

◎第 4回検討委員会 

 12月 19日（木） 

・アクションプログラム改訂版最終確認 

 

公私立園合同園長等研修会 

 2月 19日（水）  

・研修会 講師 西村重稀氏 

アクションプログラム改訂版について 

公私立園合同主任保育士・ 

主幹保育教諭等研修会 

 2月 25日（火） 

・オンライン研修会 講師 西村重稀氏 

アクションプログラム改訂版について 

 

 

西村 重稀 仁愛大学 名誉教授  塩見 伸治 課長 

澤田 夏彦 幼保連携型認定こども園竹里 園長  南京 真由美 保育参事 

中戸 華恵 めぐみこども園 園長  細田 光恵 保育専門官 

荒川 慈文 認定こども園新田塚幼稚園 園長  服部 悦子 保育専門官 

松原 直俊 みどりこども園 園長  川南 貴世江 保育専門官 

大栁 世津子 認定こども園福井佼成幼稚園 園長   

岡本 由紀 学校教育課 指導主事  

武田 清恵 北部保育園 園長  

野村 時恵 鶉こども園 園長  



 

 

 

策定にあたっては、各認定こども園や保育所等の園長、主任保育士・主幹保育教諭による

検討会の開催や公私立園合同での研修会を実施するなど、福井市のすべての園において

実践できるプログラムを目指しました。各園の職員の皆様のご協力に感謝いたします。 

今後は、このアクションプログラムをご活用いただき、園の沿革や教育・保育方針、地域の

特性等を踏まえた各園でのアクションプログラムを策定し、教育・保育のさらなる質の向上及

び保護者や地域の子育て支援の充実が図られることを願っています。 

最後にアクションプログラム改訂版の作成にあたり、お忙しい中、改訂検討委員会委員長

をお引き受けいただき、多くのご指導を賜りました仁愛大学の西村重稀名誉教授をはじめ、

貴重なご意見ご提言をいただいた改訂検討委員の皆様方に心から感謝申し上げます。 

 

令和７年３月 

福井市 こども未来部 こども保育課 
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